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新 しい注射用セファロスポリン系抗生物質cefluprenam(CFLP)に ついて産婦人科領域感染症に対す

る臨床的検討を行 い.以 下の成績を得た。産婦人科感染症18例 に対 し総量1～189のCFLPを 使用 した

結果,著 効1例,有 効12例,無 効2例,判 定不能3例 の成績を得た。また,投 与前後で分離菌の消長 を

追跡 し得 た5例 での細菌学的効果は消失2例,菌 交代3例 であった。副作用は18例 中2例 に発疹が発現

した。臨床検査値異常は1例 に肝機能検査異常が認められたが,輸 血の影響 も考 えられた。
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産婦人科領域では Staphylococcus aureus,Streptococ-

cus agalactiae,Enterococcus faecalis 等のグラム陽性菌

や Eschrichia coil,Klebsiella pneumoniae 等のグラム陰

性菌および Prevotella bivia,Bacteroides 属等の嫌気性

菌が注目すべき菌種 である1)。

今回,我 々はエーザイ株式会社で開発されたグラム陽

性菌からグラム陰性菌 まで幅広い抗菌 スペ クトルを有す

る新 しいセフェム系抗生物質cefluprenam(CFLP)に つ

いて,産 婦人科領域感染症に対す る臨床的検討 を加 える

機会 を得 たので報告す る。

1992年7月 から1993年1月 まで岡山大学医学部付属

病院とその関連施設の産婦人科に入院 し,同 意の得 られ

た感染症患者18例 を対象 とした。症例の内訳は子宮内膜

炎5例,子 宮留膿腫2例,子 宮付属器炎5例,子 宮付属

器炎疑い1例,骨 盤腹膜炎3例,骨 盤死腔炎1例 および

リンパ嚢胞感染症1例 であった。

CFLPの 投与方法は原則 として1回19を1日2回,

4～9日 間点滴静注 した。総投与量は最大189で あっ

た。

臨床効果の判定は,発 熱 自発痛,圧 痛,局 所発赤,

腫脹などの臨床症状およびCRP,白 血球数ESRな どの

炎症反応の推移 で判定 した。

著効:主 要自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し治癒

に至った場合

有効:3日 以内に改善の傾向を示 し治癒に至った場合

無効:3日 経過 して も改善の傾向がみられないか悪化

した場合

ただし手術,切 開などの外科的療法を併用 して著効で

あったものは,著 効 とせず有効 とした。

細菌学的効果は推定起炎菌の消長により,消 失,減 少

または一部消失,菌 交代,不 変,不 明の5段 階 とした。

細菌学的検査のための検体は,子 宮内感染については子

宮内分泌物,子 宮付属器炎および骨盤腹膜炎については

可能な限 りダグラス窩穿刺液としたが,不 可能な場合は

上行感染であることか ら子宮内分泌物でも可 とした。ま

た,臨 床検査値につ いては,CFLP投 与前後で血液一

般,肝 機能,腎 機能,尿 検査 を実施 し異常変動の有無お

よび本剤との関連性を判定 した。

CFLPの 臨床成績一覧表 をTable 1に 示 した。症例

No.12,13お よび18は,投 与 日数不足のため臨床効果判

定から除外 した。子宮内膜炎5例 は有効,子 宮留膿腫2

例中有効1例,無 効1例,子 宮付属器炎4例 は有効,骨

盤腹膜炎3例 中著効1例,有 効2例,骨 盤死腔炎の1例

は無効であった。以上15例 中著効1例,有 効12例,無

効2例 で86.7%の 高い有効率が得 られた(Table 2)。 細

菌学的検査は,実 施 した17例 中15例 が子宮内腔より採

取した子宮内分泌物,1例 はダグラス窩穿刺液1例 は膿

であった。細菌学的効果は投与前の起炎菌判明例5例 に

っいて検討 した。5例 中消失2例,菌 交代3例 であり,

菌種 でみ ると Staphylococcus sp. 1株, S.agalactiae 2

株, Alcaligenes denitrificans subsp.xylosoxydans 1株

お よ びE.coli 1株 の5株 が 消 失 した 。安 全 性 に つ い て は

全18例 で 検 討 した(Tables 1,3)。 随 伴 症 状 は2例 に

出現 し,症 例12で は2日 間 の投 与 で 前 腕 ・頸 部:前 胸 部
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Table 1.Clinical summary of 18 cases of treated with cefluprenam

NF-GNR:glucose non-fermenting gram negative rods  NT:not tested DM:diabetes mellitus NF:normal flora

Table 2.Clinical efficacy of cefluprenam

に癌痒 を伴 う発疹が出現 し本剤の投与を中止 した。中止

後2日 目に無処置で発疹は消失 した。症例18で は点滴終

了直後よ り全身性の皮疹が出現 し本剤投与 を中止した。

強 力 ミノフ ァー ゲ ンC(R)1A,ソ ル コー テ フ(R)100mgを

静 注 し2～3時 間 後 に 消 失 した。 臨床 検 査 値 の 異常 変 動

は1例 に 認 め られ た。異 常 変 動 が 認 め られ た 症 例17はS

－GPT・ALP・ γ－GTP・LAP の上昇がみられたが輸血の

既往 もあ り本剤 との関連性は断定できず 「関連あるか も

知れない」 と判定 した。

産婦人科領域感染症の起炎菌は好気性グラム陰性桿菌

が主体であり,こ れらの感染症に対 しては抗菌スペ クト

ルや毒性等か らペニシリン系,セ ファロスポ リン系,ニ

ューキノロン系抗菌剤が広 く用いられている。今回使用

したCFLPは グラム陽性菌か らグラム陰性菌 まで幅広

く抗菌活性 を有す るセファロスポリン系抗生物質で,
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Table 3.Laboratory findings before and after cefluprenam treatment

B:Before,A:After
*KA-U

MIC90で み る と methicillin-susceptible Staphylococcus

aurens には 0.78ƒÊg/ml,S.agalactiae 0.10ƒÊg/ml,E.

faecalis 12.5 ƒÊg/ml,E. coli 0.025 ƒÊg/ml,K.

Pneumoniae 0.10 ƒÊg/ml な ど他 の セ フ ァ ロ ス ポ リ ン系

抗生物質に比較 し強い抗菌力を示す2,3)ま た各種細菌産

生の β-lactamaseに 安定で,か つ結合親和性がきわめて

小さい。 さらに血清蛋白結合率は11.8%と 低値 であ り,

0～24時 間の尿中回収率は90.5%と 高 く,ほ とんどが遊

離体 として存在 し優れた生体内活性が期待できると言わ

れている4)性 器組織および骨盤死腔液中への移行性 も

良好であ り4)産 婦人科領域の感染症に対 し有用性が期

待できる。

我々は今回18例 の症例で検討 したが著効1例,有 効

12例,無 効2例,判 定不能3例 で有効率86.7%と 満足で

きる成績が得 られた。細菌学的効果は2例 消失,3例 菌

交代で投与前起炎菌はすべて除菌 され本剤の抗菌スペ ク

トルおよび抗菌力を反映 していた。副作用は2例,臨 床

検査値の異常変動は1例 に認められたが,重 篤なものは

なかった。

以上の検討成績より,CFLPは 産婦人科領域感染症に

対し,有 用な薬剤であると考えられた。
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Clinical efficacy of cefluprenam(CFLP),a new cephem antibiotic,was studied in 18 patients with

gynecological infections.Eighteen cases consisting of 5 endometritis,2 pyometra,5 uterine adnexitis,1
suspicious of uterine adnexitis,3 pelvic peritonitis,1 pelvic cellulitis and 1 infectious lymphocyst were
administered 2 g CFLP daily by intravenous drip infusion.The clinical effects of CFLP were excellent in
1,good in 12,poor in 2 and unevaluable in 3 cases.Overall efficacy rate was 86.7%.Adverse drug
reactions were observed in 2 cases.Abnormal laboratory findings were recognized in 1 case.


